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人口約 人。
すべての町民が健康で平穏に暮らせる 人
にやさしい笑顔あふれる町づくり を目指
しこころ通う福祉施策を進めています。
また、日本一のソバ作付面積（ ）と
生産量を誇っています。

人口約 人。
北海道でも有数の豪雪地で、雪と共生、
共存する利雪活動を進めている。低コ
ストな自然エネルギーを活用した食料
貯蔵や農作物の栽培を行い、産業振興
による町活性化につなげています。

人口約 人。
札幌まで 時間、新千歳空港まで 分
という利点を活かし、都市に近い田舎
暮らしをキャッチフレーズに 田園宅
地 を造成し人気となっています。

新
千
歳
空
港
か
ら
車
で

分
、
主
要
都
市
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
優
れ
降
雪
も
少
な
く
道

央
の
食
糧
基
地
を
自
負
す
る

由
仁
町
を
訪
問
し
た
。

平
成

年
に
農
地
流
動
化

の
調
査
を
実
施
、
後
継
者
不

足
な
ど
離
農
者
が
多
数
存
在

す
る
こ
と
が
判
明
、
約

の
農
地
が
遊
休
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

由
仁
町
に
緑
の
あ
る
札
幌

在
住
の
方
々
か
ら
、

坪
程
度
の
家
庭
菜
園
が
で
き

る
住
宅
で
定
住
し
た
い
ニ
ー

ズ
も
あ
り
、
過
疎
の
解
消
や

農
地
荒
廃
防
止
に
有
効
利
用

が
必
要
と
判
断
、
平
成

年

施
行
の

優
良
田
園
住
宅
建

設
促
進
法

の
制
度
で
山
形

地
区（
本
県
人
が
入
植
開
墾
）

に
約

の
宅
地
造
成
を
開

始
、
平
成

年
度
第

期
は

区
画
約

坪
を

区

画
造
成
し
移
住
希
望
者
を
全

国
か
ら
募
集
、

人
の

申
し
込
み
を
得
て
抽
選
で

人
決
定
し
た
。

区
画
価
格

は

万
円
か
ら

万
円
、

あ
た
り
約

円
。
契
約
者
の
半
数
は
札

幌
市
在
住
で
年
齢
は

代
が

多
か
っ
た
。

平
成

年
度
第

期
は

区
画
募
集
、
東
京
や
愛
知
、

奈
良
な
ど
か
ら

人
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
抽
選
で

人
を
決
定
。

あ
た
り

約

円
。
契
約
者
の

半
数
は
札
幌
市
で
東
京

、

愛
知

だ
っ
た
。

平
成

年
第

期
は
民
間

活
力
を
活
用
、
地
域
開
発
株

式
会
社
が

戸
を
魅
力
ア
ッ

プ
し
て
平
成

年
か
ら
分
譲

開
始
、

戸
が
契
約
済
み
や

建
築
済
み
の
状
況
で
あ
っ
た
。

昨
年
は
開
町

年
を

迎
え
記
念
事
業
と
し
て

単
価

円
で

区
画
を

分
譲
し
た
。
（
記

芳
賀
）

南
北

、
東
西

と

細
長
く
面
積
は
大
石
田
の

倍
、
人
口
は

分
の

の

人
。
人
口
密
度
は

に

人
程
で
全
国

番

目
に
少
な
い
。
経
済
圏
は
南

部
が
旭
川
市
、
北
部
は
士
別

市
な
ど
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

ず
車
で

時
間
以
上
か
か
っ

て
し
ま
う
。
そ
ば
の
作
付
面

積

、
生
産
量

万

千
俵
、
昭
和

年
以
後

面
積
、
量
と
も
日
本
一
を
続

け
て
お
り
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
新
そ
ば
ま
つ
り
に
は
約

万
人
の
そ
ば
フ
ァ
ン
が
訪

れ
る
そ
ば
の
町
で
あ
る
。

人
口
の
割
に
町
の
予
算
規

模
が
大
き
く
大
石
田
の

割

を
超
え
、
介
護
福
祉
、
医
療

関
係
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
特
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

語
で
出
発
や
始
ま
り
を
意
味

す
る
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
ア
ル
ク
を
中
心
に
高

齢
者
の
ケ
ア
は
も
と
よ
り
町

民
全
体
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
ア
ル
ク
は

歩

く

と
も
あ
わ
せ
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
を
つ
く
ら
な
い

と
力
説
し
て
い
た
。
年
齢
と

と
も
に
一
軒
家
で
の
生
活
が

困
難
に
な
れ
ば
公
営
住
宅

や
高
齢
者
住
宅
へ
。
そ
れ

で
も
ひ
と
り
暮
ら
し
に
不
安

に
な
れ
ば
ア
ル
ク
居
住
へ
。

自
炊
が
困
難
に
な
れ
ば

老

人
福
祉
寮
、
そ
し
て
介
護

が
必
要
と
な
れ
ば
町
立
病
院

内
に
あ
る
介
護
病
床
へ
と

幌
加
内
の
中
で
ず
っ
と
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

待
機
者
な
ど
は
い
な
い
。
町

の
負
担
は
多
大
で
あ
ろ
う
が
、

み
ん
な
が
老
後
の
不
安
を
考

え
る
こ
と
な
く
、
あ
る
意
味

で
本
当
に
優
し
い
ユ
ー
ト
ピ

ア
に
見
え
た
。（
記

小
玉
）

北
海
道
の
沼
田
町
は
人
口

約

人
、
予
算
額

億
円
、
累
計
降
雪
量

、

基
幹
産
業
水
稲
農
業
の
町
。

輝
け
雪
の
町
を
宣
言
し
、

克
雪
・
利
雪
・
親
雪
、
さ
ら

に
雪
自
体
に
つ
い
て
や
雪
国

の
暮
ら
し
を
学
ぶ
学
雪
の

テ
ー
マ
の
も
と
雪
と
共
生
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
や
っ
か
い
者
の
雪
の

活
用
、
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
、
雪
で
ま
ち
を
元
気
に
の

も
と
雪
を
地
域
資
源
と
し
て

活
か
す
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。平

成

年
か
ら

新
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
等
促
進
特
別
措

置
法

の
も
と
で
、
国
が
雪

を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
認

め
た
こ
と
か
ら
、
貯
雪
庫
保

存
・
雪
山
保
存
な
ど
、
町
利

雪
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
が
雪

の
保
存
方
法
を
計
画
し
た
。

道
路
の
除
排
雪
で
年
間
約

万

捨
て
ら
れ
る
だ
け
の

雪
を
、

米
穀
低
温
貯
留
乾

燥
施
設

沼
田
式
雪
山
セ
ン

タ
ー
施
設

な
ど
大
規
模
施

設
で
大
量
の
雪
を
利
活
用
し

て
い
た
。

雪
山
セ
ン
タ
ー
は
地
面
を

掘
り
最
大

万

の
雪

を
堆
積
し
バ
ー
ク
材
で
被
覆
。

椎
茸
・
い
ち
ご
栽
培
施
設
や

雪
の
科
学
館
・
町
内
個
人
・

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

雪
と
冷
水
を
供
給
し
て
い
た
。

販
売
価
格
は

あ
た
り
千

円
と
の
こ
と
。
雪
山
に
は
袋

入
り
の
き
れ
い
な
雪
も
あ
り

販
売
し
て
い
た
。

北
海
道
の
豪
雪
地
の

人
の
町
民
が
、
誇
り
と

明
る
く
豊
か
さ
を
実
感
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
費
用

対
効
果
抜
き
で
、
行
政
が
全

責
任
で
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
だ
と
感
じ
た
。（記

遠
藤
）


